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巻 頭 言
「数学が好きなら、化学をやれ」「応用をやるなら、基礎をやれ」

物質化学工学科　松浦幸仁

　奈良高専が立地する大和郡山市に縁がある二人の化学者の話を申し上げたいと思います。
上記「数学が好きなら、化学をやれ」は、明治16年に平群郡平端村（現、大和郡山市額田部
南町）に生まれ、旧制郡山中学校を卒業後、東京帝国大学助教授を経て京都帝国大学教授に
就任され、退官後に浪速大学（現、大阪府立大学）初代学長を務められた喜多源逸博士の言
葉です。そして、この言葉を聞かれたのは、当時大阪高等学校の生徒で後に京都大学工学部
教授に就任し、日本人として初めてノーベル化学賞を受賞することになる福井謙一先生で
す。福井先生の父上は大和郡山市井戸野町のご出身であり、福井先生も奈良で出生された後
に、大阪で高等学校までお過ごしになりました。
　福井先生が京都帝国大学のどの学部に進学すべきか迷われていた際に、数学が得意だった
こともあり、その方面への進学も考えておられました。ところが、福井家と喜多家は縁戚関
係にあり、福井先生の父上が喜多博士に進学についてご相談されたところ上記の意外な言葉
を頂き、それが縁で福井先生は応用化学に進学されました。その後、福井先生は喜多博士の
もとで応用化学の研究をすることになるのですが、その際に「応用をやるなら、基礎をや
れ」という言葉も頂いています。当時、化学の分野は実験重視で、純粋に理屈で攻めるとい
うような風潮はあまりなかったようなのですが、化学も理屈で分かるようになるとの見通し
を喜多博士が立てておられたのです。
　喜多博士の助言もあり、福井先生は理学部物理学教室の図書室に足しげく通われて、勃興
期にあった量子力学を精力的に勉強されます。当時は戦時中・終戦直後でコンピュータもな
く、量子力学を複雑な分子に適用することは至難の業だったのですが、やがて大学に大型計
算機が導入され、分子軌道法による計算手法も確立されるようになると、複雑な分子の電子
状態を計算できるようになりました。福井先生は量子力学の知識を基に電子の軌道の概念を
化学反応に適用することで、フロンティア軌道理論に結実させて、ノーベル化学賞を受賞す
るに至りました。
　喜多博士が考えられておられたように、密かに基礎の勉強をしておけば、それがどこかで
結びつくときにサイエンスや工学の分野で大きなインパクトをもたらします。また、福井先
生は、「学問をやるには、どこに結びつくかわからないような基礎的な分野を、こまめに着
実に培養しておかなければならない。」と述べられています。もし、喜多博士が今の時世を
見られたら、「数学が好きなら、生物（バイオ）をやれ」とでもアドバイスされたでしょう
か。お二人の先生方に縁のある大和郡山市に立地する奈良高専には、幸いなことに立派な図
書館があり、専門書を多数所蔵しています。学生の皆さんは足しげく図書館に通われて、ぜ
ひ基礎を育んで頂きたいと思います。
　上記の経緯がまとめられた書籍が奈良高専図書館に所蔵されています。最後に、下記にご
紹介したいと思います。
学問の創造 / 福井謙一[著]（佼成出版社、1984年）
化学と私 : ノーベル賞科学者福井謙一 / 福井謙一[著] ; 山邊時雄[編]（化学同人、1999年）
ノーベル賞の周辺 : 福井謙一博士と京都大学の自由な学風 / 米澤貞次郎, 永田親義[著]（化学
同人、1999年）

[クラス多読表彰]

[個人多読表彰]

[読書感想文コンクール表彰]

表彰式は１月５日（木）昼休み
に校長室にて行われました。

クラス・個人多読・
読書感想文コンクール表彰について

クラス多読表彰は、図書館の統計に基づき、一人当たりの貸し出し冊数の多いクラスを表
彰し、これを機に学生が一層図書館を活用することを期待するものです。なお、表彰された
クラスには副賞として、希望図書の購入ができる権利を贈りました。

個人多読表彰は、図書館の統計に基づき、貸し出し冊数が多い学生個人を表彰し、これを
機に学生が一層図書館を活用することを期待するものです。なお、表彰された学生には副賞
として、図書カードを贈りました。

第１位　物質化学工学科３年 （14冊／人）
第２位　システム創成工学専攻 情報システムコース２年（12冊／人）
第３位　物質化学工学科４年 （11冊／人）
第４位　電気工学科５年　　 （10冊／人）
第４位　機械工学科５年 （10冊／人）

第１位　電子制御工学科１年　藤田真吾さん
第２位　物質化学工学科４年　山口三佳さん
第３位　電子制御工学科４年　阪本靖大さん
第４位　電気工学科１年　　　木村要一さん
第５位　情報工学科５年　　　島千晴さん
第６位　物質化学工学科２年　安養寺伶央さん

第７位　（非公表）
第８位　物質化学工学科３年　中南琢磨さん
第９位　機械工学科５年　　　小川ジャンカルロさん
第10位　機械工学科５年　　　大串蓮さん
第10位　（非公表）




